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（統計的）仮説検定

目的

母集団について仮定された命題を、標本に基づいて
検証すること



検定の手順

1. 仮説の設定
1. 対立仮説・・・主張したい仮説

2. 帰無仮説・・・否定したい仮説

2. 統計量Ｔの決定

3. 有意水準αの設定

4. 判定
1. α水準で有意

1. 帰無仮説の棄却

5. 結論



ｔ 検定

仮説検定で、ｔ分布（スチューデント分布）を用い
たもの。



ｔ分布（スチューデント分布）
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上式で表される Ti が次式の分布に従う。

この分布を ｔ分布という



ｔ
 

分布の特徴

サンプル数ｎが大きくなるにつれて、標準正規分
布に近づく

f = n-1 を自由度という

自由度 1

自由度 5

自由度 100 ≒正規分布

平均 0，標準偏差 f / (f-2) である。



ｔ 値

パラメータの良悪を判断するための基準
この t 値から、パラメータの値が 0 でないかどうかを判定できる

ｔ値は以下の式で求まる
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